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   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｇ０１Ｎ   21/27     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月21日(2019.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ガイドコンポーネントと、
　光集束コンポーネントと、
　回折格子コンポーネントと、
　を備えた、光軸を有するプローブであって、
　前記光ガイドコンポーネント、前記光集束コンポーネント、および前記回折格子コンポ
ーネントは、前記プローブの光軸に沿ってこの順序で配置されており、
　前記プローブは、前記光ガイドコンポーネントからの光を、前記光集束コンポーネント
を通じて前記回折格子コンポーネントへ前記プローブの光軸の方向にガイドし、次いで前
記光ガイドコンポーネントと前記回折格子コンポーネントの間に中間的な反射がない状態
で、前記回折格子コンポーネントからのスペクトル的に分散された光を試料に進めるよう
に構成されており、
　前記回折格子コンポーネントは、前記スペクトル的に分散された光の少なくとも１つの
スペクトル成分を前記プローブの光軸に実質的に平行に進めるように構成されているプロ
ーブ。
【請求項２】
　前記回折格子コンポーネントは、三角回折格子を備える、請求項１に記載のプローブ。
【請求項３】
　前記プローブは、スペクトル符号化内視鏡検査（ＳＥＥ）プローブである、請求項１に
記載のプローブ。
【請求項４】
　前記回折格子コンポーネントは、前記プローブの光軸の前記方向に実質的に直交する第
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１の表面と前記プローブの光軸の前記方向に実質的に平行な第２の表面とを有する三角回
折格子を備え、
　前記回折格子コンポーネントは、以下の式、
【数１】

を満足し、
　ただし、ｍは、前記回折格子コンポーネントの回折次数であり、Ｇは、前記回折格子コ
ンポーネントの空間周波数であり、λは、前記回折格子コンポーネントへの入射光の波長
であり、λoは、前記回折格子コンポーネントによって回析される光の特定の波長であり
、ｎiおよびｎdは、前記入射光および回折光それぞれの屈折率であり、θiは、前記回折
格子コンポーネントへの前記入射光の入射角であり、θdは、前記回折格子コンポーネン
トによって回折させられた前記光の回折角である、請求項１に記載のプローブ。
【請求項５】
　４００ｎｍから１０００ｎｍの間の波長を有する前記回折格子コンポーネントから回析
された光は、実質的に０次コンポーネントを有さない、請求項１に記載のプローブ。
【請求項６】
　前記回折格子コンポーネントは、前記プローブの光軸の前記方向に実質的に直交する第
１の屈折表面を備える、請求項１に記載のプローブ。
【請求項７】
　前記回折格子コンポーネントは、前記プローブの光軸の前記方向に実質的に平行な第２
の屈折表面を備える、請求項６に記載のプローブ。
【請求項８】
　前記回折格子コンポーネントは、透過された回折光の次数のうちの１つまたは複数を高
めるように構成された透過性回折格子である、請求項１に記載のプローブ。
【請求項９】
　前記回折格子コンポーネントは、回折光の４次、５次、および６次を高めるように構成
されている、請求項８に記載のプローブ。
【請求項１０】
　前記回折格子コンポーネントは、階段設計を有する、請求項８に記載のプローブ。
【請求項１１】
　前記光集束コンポーネントは、屈折率分布型（ＧＲＩＮ）レンズ、またはボールレンズ
である、請求項１に記載のプローブ。
【請求項１２】
　前記プローブは、可視光をガイドおよび回折するように構成され、前記回折格子コンポ
ーネントは、入射角θiおよび回折角θdをθi＝θdであるように有する前記可視光内の少
なくとも１つの波長があるように、前記可視光を回折するように構成されている、請求項
１に記載のプローブ。
【請求項１３】
　前記プローブは、可視光をガイドおよび回折するように構成されており、前記回折格子
コンポーネントは、前記可視光の最短の波長が前記プローブの光軸に実質的に平行な前記
回折格子コンポーネントから伝搬するように、前記可視光を回折するように構成されてい
る、請求項１に記載のプローブ。
【請求項１４】
　前記回折格子コンポーネントは、反射に関する弱め合う干渉によって、前記回折格子コ
ンポーネントに入射する光の反射を最小にするように構成されている、請求項１に記載の
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プローブ。
【請求項１５】
　前記回折格子コンポーネントの側面に配置されている光学的に平坦である反射面をさら
に備え、前記回折格子コンポーネントおよび前記反射面は、前記回折格子コンポーネント
に０次反射光を戻すようにガイドするように構成されている、請求項１に記載のプローブ
。
【請求項１６】
　前記試料から少なくとも１つの反射光を受け取るように配置および構成された検出ファ
イバをさらに備える、請求項１に記載のプローブ。
【請求項１７】
　前記試料から反射光を受け取るように配置および構成された、少なくとも２つの検出フ
ァイバをさらに備え、
　少なくとも１つの検出ファイバは、前記プローブの光軸に実質的に沿った前記試料上の
位置から少なくとも１つの反射光を受け取るように配置および構成され、少なくとも１つ
の検出ファイバは、前記プローブの光軸に対して実質的に角度付けされた前記試料上の位
置から少なくとも１つの反射光を受け取るように配置および構成されている、請求項１に
記載のプローブ。
【請求項１８】
　前記回折格子コンポーネントの側面に配置された第２の回折格子コンポーネントをさら
に備える、請求項１７に記載のプローブ。
【請求項１９】
　前記第２の回折格子コンポーネントは、前記回折格子コンポーネントによって反射され
た０次の光を回折させるように配置および構成され、
　前記プローブの光軸に対して実質的に角度付けされた前記試料上の位置から少なくとも
１つの反射光を受け取るように配置および構成された前記検出ファイバは、その遠位端に
回折格子を備える、請求項１８に記載のプローブ。
【請求項２０】
　回折格子間隔Λは、０．７５から１．２５μｍの間である、請求項１に記載のプローブ
。
【請求項２１】
　回折格子間隔Λは、少なくとも１．５μｍである、請求項１に記載のプローブ。
【請求項２２】
　前記プローブの半分の視野（ＦＯＶ）は、４００から８００ナノメートルの間の波長を
有する回折光について３０から８０度の間で角度付けされており
　前記半分のＦＯＶの角度は、Δθ＝θd－θiとして定められ、θｉは前記回折格子コン
ポーネントへ入射する前記光の入射角であり、θdは前記回折格子コンポーネントにより
回折させられた前記光の回折角である、請求項１に記載のプローブ。
【請求項２３】
　光ガイドコンポーネントと、
　光集束コンポーネントと、
　回折格子コンポーネントと、
　回転要素と、
　１つまたは複数の検出ファイバと、
　１つまたは複数の検出器と、
　前記１つまたは複数の検出器によって検出された回折光の複数の次数からの光を処理し
、前記処理された光に基づいて単色画像または多色画像を形成するように構成された１つ
または複数のプロセッサと、
　を備えたシステムであって、
　前記光ガイドコンポーネント、光集束コンポーネント、および回折格子コンポーネント
は、光軸に沿って配置され、前記光集束コンポーネントを通じて前記回折格子コンポーネ
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ントへ、前記プローブの光軸の方向に前記光ガイドコンポーネントからの光をガイドする
ように構成されたプローブを形成し、次いで前記回折格子コンポーネントからのスペクト
ル的に分散された光を試料に進めるように配置され、
　前記回折格子コンポーネントは、前記スペクトル的に分散された光の少なくとも１つの
スペクトル成分を前記プローブの光軸に実質的に平行に進めるように構成されており、
　前記１つまたは複数の検出器は、前記試料から反射した回折光の複数の次数の光を検出
するように構成されているシステム。
【請求項２４】
　前記プローブは、前記光ガイドコンポーネントと前記回折格子コンポーネントとの間に
中間的な反射がない状態で、前記光集束コンポーネントを通じて、前記回折格子コンポー
ネントへ、前記光ガイドコンポーネントからの前記光をガイドするように構成されている
、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記回折格子コンポーネントは、前記プローブの光軸に実質的に平行な第１の表面と、
前記プローブの光軸に対して傾斜している第２の表面とを有する透過性回折格子を備える
、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記回折格子コンポーネントは、前記プローブの光軸の方向に実質的に平行な第１の表
面と、前記プローブの光軸の方向に対して傾斜している第２の表面とを有する三角回折格
子を備える、請求項１に記載のプローブ。
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摘要(译)

本文提供了新颖的内窥镜，其可以是具有正视图，侧视图或正视图和侧
视图的组合的光谱编码内窥镜（SEE）探针。 SEE探头包括导光组件，
聚光组件和衍射光栅组件。探针被配置为将诸如光谱分散的光之类的光
从衍射光栅组件引导至样品，而在导光组件和衍射光栅组件之间没有中
间反射。三角形衍射光栅，例如阶梯衍射光栅或凸出衍射光栅，可以用
作衍射光栅组件。 [选择]图4
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